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　　　　　　　　　　　　※評価基準

　　　　　　　　　　　　Ａ：研究目的は達成され、十分な研究成果があった。
　　　　　　　　　　　　Ｂ：一定の研究成果があった。
　　　　　　　　　　　　Ｃ：研究成果があったとは言い難い。

＜研究概要＞

市民一人ひとりが水害時の避難行動計画を事前に準備する「みんなでタイムライン
プロジェクト」が常総市域において、国・自治体と連携して進められており、同プ
ロジェクトを市全域に展開することが重要な課題。本研究は同プロジェクトを同市
全域に実効性・持続可能性の高い形で展開していくための具体的方策を解明するこ
とを目的とし、Web版のタイムラインノート及び訓練ツールの作成、同プロジェク
トの効果検証シミュレーションなどを実施する。

＜事後評価コメント＞

A評価のためなし

「流域計画・流域管理課題分野」（平成29年度採択）

事後評価結果

避難遅れゼロを実現するための「みんなでタイ
ムラインプロジェクト」自治体全域展開方策に
関する研究
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